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｢注 ぐ｣

サモワールと喫茶文化

解

説
久保正敏

鳶』 水を飲む口元の器に水 を注 ぐための器 には、

やかんや水差しのように、水の流れを絞る注ぎ

口と、それを握って傾 けるための取 っ手がつ く

ろが基本形であり、用途から言えば当然だろう。
      せゆうき

素材 は土器、施釉 器、金属製 とさまざまで意匠

を凝 らす ものもある。スーダンの水差 しの よう

に、土器製に似せ て鉄製の缶を変形 ・転用 した

ものもあ り、道具を使 う人の所作が極めて保守

的であることを示す事例 と言える。地域の環境

を反映し、土器の気化熱蒸散による冷却効果を

狙 うものや、そのまま火にかけて加熱できるも

のもある。その中から、加熱 ・保温そ して注 ぐ

機能を持つ金属製の容器、サモワールを紹介 し

よう。

 サ モワールは、ロシアやその他のスラブ諸国、

イラン、 トルコなどで湯 を沸かすために伝統的

に使用 されて きたもので、古 くから銅鉱山が開

発 されて金属工芸技術が発達 したこの地域の特

性 を反映す る。名称 は、｢自 ら｣｢沸 かす｣を 意

味するロシァ語が起源である。民博には、イ ン
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ドや中国新彊 ウイグル自治区の資料 もある。

 伝 統的なサモワールは胴部の中央に垂直に管

が通 っていて、その下に炭などの燃料 を入れて

点火 し、胴部に入れた水 を沸か し、胴の下部に

ある蛇口か ら湯を注 ぐ。もっとも、現在では電

熱式が多い。湯を沸か して火 を消 した後、上部

にティーポ ットを置いて保温することもできる。

内部の熱源で水を温める構造が中国やモ ンゴル

の火鍋 に似ているので、 これを改良 して18世

紀に中央アジアで作 られたとい う説がある。上

部にテ ィーポッ トを置 く仕組みからわかるよう

に、サモワールは紅茶飲用文化 と深 く結びつい

ている。

 しばしば、喫茶 に関して、紅茶文化圏 とコー

ヒー文化 圏という議論がある。エチオピア原産

で13世 紀頃にアラビア半島の遊牧民が効能を

発見 したとの伝説があるコーヒーは、イスラム

圏にひろが り、やがて17世 紀 には西欧にも広

がったと言われる。これに対 し、紅茶の歴史は

古い。中国雲南省が原産 とされ、紀元前後 には

固形茶 として、明代には茶葉を煎 じる形式で中

国に普及 し、茶葉を完全に発酵 させた紅茶は宋

代 に作 られるようになったとされる。

 茶 は、陸路 と海路 の二つ のルー トで西に広

がった。海路ではポル トガルやオランダによる

東方貿易により西欧に、陸路ではモンゴル、チ

ベ ッ ト、ペ ルシアか らロシアにまで16世 紀 に

は伝わ り、隊商貿易が盛んになるとともに普及

した。

 よ く語 られるのは、陸路 と海路の伝播 の違い

で茶の呼び名が異なることである。陸路の茶 は

広東語のchaを 起 源 とするためチャイな ど冒

頭 にCの 音 を含 み、海路の茶 は福建 語のtay

を起 源 とす るためテ ィーなど冒頭にTの 音 を

含む ことか ら、C文 化圏 とT文 化圏、 と対照

させ る説である。この説からすれば、サモワー

ルはC文 化圏の発展 とともに広が ったものか

も知れない。


